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台風１９号は、日本列島に大きな害をもたらしました。家屋や道路の破壊だけでなく、多くの尊い命も奪い去

りました。日に日に寒くなる気候や降雨の予報を聞くと、被災した方々の心痛を慮るばかりです。

週末のことゆえ、野外センターには多くの利用の団体がありましたが、最悪の事態を想定して「中止」に至り

ました。年に一度の行事、そして、場合によっては、野外センターでの活動が生涯一度のことになるかもしれま

せん。天候のこととはいえ、残念です。これから先、なんとか機会を得て、来所していただけることを願います。
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本号「つれづれ」を作成中、この声

が事務所に届きました。どこからだろ

う。すぐに、外に出ました。

声の主は、本日利用の子どもたちで、

本年度新設した「朝日山ハイキングコ

ース」からの叫び声です。コース途中

の「ヤッホーの丘」には子どもたち。

丘に立ち、北にそびえる御嶽山に向か

い、声をそろえて「ヤッホー」。

᷉ ҏ ⱳҌ◊Ѱ

ͬԃӢӺ͒ͭҏ

こんなに大きな声で、グループの子

がいっしょになって、大声で叫ぶとい

うことなど、この先あるでしょうか。

先に、自然の猛威を述べました。その

一方で、自然は多くの恩恵を与えてく

れます。自然の中の人間、自然ととも

に生きる人間、自然に生かされている

人間。遠くを見つめる子どもたちの姿

を見て、精一杯の声を聞いて、そう思

いました。六所には、自然がいっぱい

です。自然の中で伸び伸びと活動する

子どもたちの姿は、実に清々しく、頼

もしいものでした。つくづく思います。

自然とともに生きる、自然に生かされ

る、そういう六所の野外センターであ

り続けたい、その思いです。

᷊ ҏ ⱳҌ◊Ѱ

FѫѶҋѵGҏ

─ ╩↔ ↄ∞↕™⁹▪☻꜠

♅♇◒⌐♅ꜗ꜠fi☺∆╢↓≥╙ ─╖

⌂↕╪≢∆⁹ ╣─ ⁸ ⅝⌂

⅜ ⅝╕⇔√⁹

まず驚くのは、子どもたちの体がず

いぶん大きくなったということです。

もちろん個人差があり、同じ園の子ど

もたちの「春と秋の体格の違い」を比

べての感想ではありませんが…。園の

利用が４月に始まったことを考える

と、このころの子どもの「半年」とい

うのは、実に大きな成長があるものだ

と感心してしまったしだいです。

４月との比較をお話ししたので、気

候の変化についてもお伝えします。こ

ども園、幼稚園の利用は、11月まで

続きます。六所も、10月上旬の「季

節外れの温暖」期間が過ぎ、例年並み

の気温になりました。秋らしい風が吹

く一方、ぼちぼち冬の始まりを予感す

るひんやりとした空気も漂い始めまし

た。寒暖の差に注意して、活動中の衣

服の脱着についてもご検討ください。

余事ながら、六所の所員も「服装に

迷う季節」になりました。日中は、半

袖ポロシャツ、夕方からは上着を一枚、

という勤務です。
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これが野外センターのホームページ

に掲載した「参加のご家族、募集のち

らし」です。ファミリーキャンプ③の

特徴は、

・秋の六所を満喫する

・親子のふれあいを大切にする

という、二つのことをねらったことで

す。これまでのファミリーキャンプが

「フリーキャンプ」であったのに対し、

ねらいを達成するために実施内容をあ

らかじめ決めて取り組みました。ちな

みに、今回の活動のキーワードは、「親

子でチャレンジ」と「宝さがし」です。

五家族のみなさまによる活動のようす 和菓子作りに挑戦
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野 外 セ ン

タ ー 恒 例 の

入 所 式 か ら

始まります。

所員とスタッフ、そして参加のみなさ

んとの対面です。今回は、家族そろっ

ての自己（家族）紹介もありました。

続 い て の メ ニ

ュ ー は 、 探 検 ビ

ン ゴ で す 。 し か

し 、 通 常 の ビ ン

ゴとはひと味違います。探検の間に、

「手作り和菓子のモチーフ」を探すと

いう大きなテーマがあります。散策中

は、『五感をつかって』和菓子づくり

のヒントを探ります。

探 検 を 終 え る

と 、 和 菓 子 作 り

の ア イ デ ア 交 換

です。自然の

素材をどう生

かし、どんな

形に仕上げるか、家族の真剣な協議が

続きました。

さあいよいよ和菓子作りにチャレン

ジです。今回の和菓子は、「練り切り」

です。

素材探し…家族で

探検ビンゴ

計画中

出会い…入所式 あらかじめ「餡(あん)」を練り色つ

けをして「形成」にかかるという手法

です。散策でつくったアイデアスケッ

チをどう表現するか、大人も子どもも

無心になって励みます。

そして、写真のようなみごとな芸術

作品に仕上がったのです。どうです、

なかなかのできばえですね。

ファミリーキャ

ン プ の 二 日

目、前日につ

くった和菓子 と抹茶で、

風流なひとときを過ごしました。運動

広場の一角を、にわか仕立ての「茶会」

会場に作り替え、子どもたちも参加し

た抹茶のお手前とともに、手作り和菓

子を味わったのです。

参加したみなさんから、このような

声をいただきました。今後の事業をお

楽しみにお待ちください。

＜このようなお声をいただきました＞
・自然の中で自由に歩き秋を感じた。

・初めての和菓子作り、よかった。

・子どもとともに楽しめた。

・山歩きが楽しかった。

・クイズのどきどき感が楽しかった。

※また参加したい。ファミリーで参加

できる事業を企画してほしい。

山
の
生
活
が
続
く
と
、「
命
」

に
つ
い
て
考
え
を
巡
ら
す
こ
と
が
多
く
な
る
。
抜

け
殻
を
残
し
、八
月
に
盛
ん
に
鳴
い
て
い
た
蝉
も
、

地
上
で
の
短
い
生
活
を
終
え
横
た
わ
る
。
地
中
か

ら
出
た
ミ
ミ
ズ
が
太
陽
の
強
い
熱
を
浴
び
、
干
か

ら
び
て
い
る
。
生
物
の
命
を
思
う
▲
そ
ん
な
思
い

で
場
内
を
歩
く
と
、
コ
ナ
ラ
の
枝
が
あ
ち
こ
ち
に

散
乱
し
て
い
る
。
あ
あ
、
ハ
イ
イ
ロ
チ
ョ
ッ
キ
リ

の
仕
業
だ
。
鮮
や
か
な
緑
色
を
し
た
コ
ナ
ラ
の
実

(

ど
ん
ぐ
り)

の
帽
子
部
分
に
は
、
小
さ
な
穴
が
開

い
て
い
る
。
産
卵
の
証
拠
だ
。
命
を
終
え
た
生
物

が
い
る
一
方
、
そ
の
す
ぐ
横
に
新
し
い
命
の
誕
生

が
あ
る
▲
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
信
者
で
、
誰
が
便
乗

し
よ
う
と
も
、
運
転
中
は
こ
の
局
を
聞
き
続
け
て

い
る
。
た
だ
し
、
頑
固
者
の
印
象
を
薄
ら
げ
る
た

め
、
同
乗
者
に
配
慮
し
た
音
量
に
調
節
す
る
▲
中

で
も
期
間
限
定
の
「
夏
休
み
子
ど
も
科
学
電
話
相

談
」
は
秀
逸
。
植
物
・
動
物
に
始
ま
り
、
天
体
や

科
学
、
恐
竜
に
関
す
る
子
ど
も
の
質
問
に
、
大
人

の
専
門
家
が
答
え
る
と
い
う
番
組
。
今
年
四
月
か

ら
は
、
毎
週
日
曜
日
の
午
前
中
二
時
間
枠
と
な
っ

た
▲
心
に
残
る
質
問
と
、
そ
の
回
答
が
あ
る
。
問

「
命
は
身
体
の
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
」
答
「
命
は

ね
、
君
の
指
先
に
も
、
髪
の
毛
の
先
に
も
あ
る
ん

だ
よ
」
回
答
者
は
さ
ら
に
続
け
、
「
命
に
は
二
つ

の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
今
、
あ
な
た
が
生
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
か
ら
受
け
継
ぎ
、次
に
つ
な
げ
て
い
く
命
で
す
」

自
分
一
人
の
命
で
は
な
い
、
回
答
の
妙
に
感
動
。
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